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ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

　
必
要
性

我
が
国
の
上
下
水
道
事
業
は
、
こ
れ
ま

で
の
整
備
促
進
に
よ
り
平
成
22
年
度
の
人

口
普
及
率
が
水
道
で
98
％
、
下
水
道
で

87
％
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
既
存
施
設

の
改
築
・
修
繕
を
主
体
と
し
た
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
昨
今
の
経
済
不
況
や
人
口
減

少
等
に
よ
り
十
分
な
財
源
を
確
保
で
き
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、「
資
産
の
状
態
に
注
目
す
る
こ
と

で
投
資
・
維
持
管
理
を
適
切
に
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
し
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
健
全

経
営
や
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス（
安
全
性
、

経
済
性
等
）
向
上
を
図
る
手
法
」
と
し
て
、

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
以
下
、「
Ａ
Ｍ
」

と
称
す
）
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
水
工
設
計
の
提
案
す
る

　
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

日
本
水
工
設
計
で
は
、
下
水
道
管
理
者

が
取
組
み
易
い
Ａ
Ｍ
を
目
指
し
、「
維
持

管
理
情
報
・
資
産
情
報
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
高
い
Ａ
Ｍ
手

法
」
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｍ
の
支

援
ツ
ー
ル
で
あ
るA

ssetM
an®

を
開
発

し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｍ
を
実
施
す
る
た
め
に

は
、
基
本
戦
略
・
計
画
・
運
用
の
フ
ェ
ー

ズ
が
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
精

度
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
向
上
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

Ａ
Ｍ
の
導
入
に
際
し
、
総
合
的
な
計
画

と
な
る
上
水
道
・
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
基

本
戦
略
と
考
え
、
資
産
（
施
設
・
設
備
）

の
状
態
評
価
や
重
要
度
を
勘
案
し
て
、
中

長
期
に
お
け
る
事
業
計
画
及
び
財
政
計
画

を
含
め
た
Ａ
Ｍ
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
Ａ

Ｍ
運
用
の
際
に
は
、
Ａ
Ｍ
支
援
ツ
ー
ル
等

を
活
用
し
、
資
産
デ
ー
タ
の
登
録
・
蓄
積
、

改
築
・
維
持
管
理
、
分
析
・
評
価
・
改
善

を
主
体
と
し
た
事
業
運
営
に
よ
り
、
効
果

的
な
Ａ
Ｍ
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

当
社
で
は
、
下
水
道
に
お
い
て
必
要
と

な
る
長
寿
命
化
計
画
を
見
据
え
た
Ａ
Ｍ

（
計
画
及
び
シ
ス
テ
ム
構
築
）
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
Ａ
Ｍ
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

り
下
水
道
資
産
全
体
の
長
寿
命
化
計
画
策

定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
常
に
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※A
ssetM

an®

は
日
本
水
工
設
計
㈱
の

登
録
商
標
で
す
。

国
内
上
下
水
道
に
と
っ
て
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
継
続
的
に
取
り
組

ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
。
で
は
、
実
際
の
運
用
と
し
て

持
続
可
能
な
展
開
は
？　

日
常
業
務
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
？　

実
務
レ
ベ
ル
で
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
現
在
を
日
本
水
工
設
計
株
式

会
社
下
水
道
一
部
管
理
経
営
課
課
長
鈴
木
淳
氏
に
、
そ
の
考
え
方
と
、

支
援
ツ
ー
ルA

ssetM
an®

に
つ
い
て
、
活
用
事
例
と
効
果
も
あ
わ
せ
て
、

ご
紹
介
願
っ
た
。

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
精
度
の
向
上

上下水道
ビジョン

AM計画
｛資産状態に基づいた
事業計画・財政計画｝

AM運用
{ データ登録・蓄積、改築・維持管理、
分析・評価・改善を主体とした運営 }

図１ AMの全体像
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日本水工設計株式会社のアセットマネジメントの取り組み
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業
務
イ
メ
ー
ジ
と

A
ssetM

an®

全
体
像

Ａ
Ｍ
で
は
、
上
下
水
道
資
産
の
状
態
評

価
や
寿
命
予
測
等
を
行
う
と
共
に
、
サ
ー

ビ
ス
レ
ベ
ル
の
設
定
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
各
資
産
に
お
け
る
故
障
・
不

具
合
の
確
率
と
影
響
度
に
よ
る
定
量
的
な

リ
ス
ク
評
価
を
行
い
、
こ
れ
に
基
づ
き
Ｌ

Ｃ
Ｃ
を
最
小
化
す
る
た
め
の
投
資
・
維
持

管
理
計
画
を
策
定
す
る
と
共
に
、
実
現
性

の
高
い
財
政
計
画
を
策
定
し
ま
す
。A

s-
setM

an®

は
、
こ
れ
ら
一
連
の
作
業
を

効
率
的
に
行
う
た
め
、
様
々
な
機
能
を
有

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ａ
Ｍ
は
一
過
性
の
も
の
で
は
な

く
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
継
続

し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
「
特
別
な
こ
と
」
で
は
な
く
、
日
常

業
務
の
延
長
で
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

A
ssetM

an®

は
、
実
業
務
の
流
れ
に

沿
っ
た
シ
ス
テ
ム
構
成
の
た
め
、
無
理
な

く
日
々
の
業
務
の
中
で
取
り
組
む
こ
と
が

可
能
で
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

（
見
た
目
）
に
こ
だ
わ
る
こ
と
で
、「
簡
単

な
ツ
ー
ル
」
と
し
て
毎
日
使
え
る
よ
う
工

夫
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
は
「
組
織
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

の
活
動
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
て
の
部

署
が
参
画
し
、
職
員
が
同
じ
情
報
を
見
な

が
ら
、
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
議
論
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。AssetM

an®

で
は
、資
産
・

資
金
・
計
画
を
一
元
的
に
管
理
す
る
こ
と

で
、
職
員
間
で
情
報
を
共
有
し
て
議
論
す

る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

A
ssetM

an®

を
活
用
し
た
Ａ
Ｍ
業
務

フ
ロ
ー
を
図
２
に
示
し
ま
す
。A

sset-
M
an®

は
多
様
な
機
能
を
有
し
て
い
ま

す
が
、
Ａ
Ｍ
運
用
の
た
め
に
は
、「
①
資

産
管
理
機
能
」「
②
契
約
管
理
機
能
」「
③

改
築
修
繕
計
画
機
能
」「
④
長
期
財
政
計

画
機
能
」
の
４
つ
の
機
能
を
有
し
て
い
ま

す
。「
①
資
産
管
理
機
能
」
で
は
、
各
資

産
の
基
本
情
報
と
な
る
仕
様
・
金
額
・
保

全
方
法
等
を
管
理
す
る
ほ
か
、
図
面
か
ら

の
リ
ン
ク
機
能
に
よ
り
各
資
産
の
情
報
を

容
易
に
取
得
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま

す
。「
②
契
約
管
理
機
能
」
で
は
、
工
事
・

修
理
等
を
契
約
単
位
に
、
対
象
と
な
る
資 図２ ＡＭ業務フローとAssetMan®の活用 
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報
管
理
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
な
ど
の
機
能

を
有
し
て
い
ま
す
。

A
ssetM

an®

導
入
の
効
果

A
ssetM

an®

は
、
図
面
上
に
表
示
さ

れ
た
機
器
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
情
報

が
閲
覧
可
能
な
ど
、
視
覚
的
に
操
作
で

き
る
の
で
、
継
続
的
な
Ａ
Ｍ
の
運
用
を

促
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、A

sset-
M
an®

で
は
、
日
々
蓄
積
さ
れ
る
デ
ー
タ

を
も
と
に
デ
ー
タ
分
析
を
行
っ
て
お
り
、

更
新
時
期
の
予
測
精
度
が
自
動
的
に
向
上

し
、
改
築
修
繕
計
画
の
精
度
も
自
動
的
に

向
上
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

建
設
・
維
持
管
理
・
財
政
部
門
等
が
同
じ

デ
ー
タ
を
使
用
す
る
の
で
、
同
じ
管
理
単

位
で
協
議
・
調
整
が
可
能
と
な
る
と
と
も

に
情
報
共
有
化
・
一
元
化
を
促
進
し
ま
す
。

最
後
に
、「
い
か
に
少
な
い
資
金
で
持

続
的
に
事
業
運
営
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
し

て
い
く
か
」
は
、
Ａ
Ｍ
を
実
施
し
て
い
く

た
め
の
Ａ
Ｍ
計
画
と
運
用
方
法
が
重
要
と

な
り
ま
す
。A

ssetM
an®

は
、「
Ａ
Ｍ

計
画
と
Ａ
Ｍ
運
用
方
法
を
、
日
常
業
務
を

通
じ
て
最
適
化
し
て
い
く
た
め
の
支
援

ツ
ー
ル
」
と
し
て
位
置
付
け
、
Ａ
Ｍ
計
画

の
中
で
業
務
フ
ロ
ー
に
適
し
た
運
用
設
計

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

産
を
紐
付
け
る
と
と
と
も
に
、
修
理
時
の

計
測
値
情
報
・
診
断
情
報
を
容
易
に
取
り

込
む
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。「
③
改
築
修

繕
計
画
機
能
」
で
は
、
各
資
産
の
持
つ
基

本
情
報
や
点
検
・
修
繕
情
報
や
診
断
情
報

等
か
ら
劣
化
予
測
を
行
い
健
全
度
の
判
定

を
行
う
と
と
も
に
、
改
築
・
修
繕
時
期
を

予
測
し
、
指
定
さ
れ
た
条
件
に
基
づ
い
た

改
築
修
繕
計
画
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

可
能
で
す
。「
④
長
期
財
政
計
画
機
能
」

で
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
改
築
修

繕
計
画
と
、
改
築
修
繕
以
外
の
全
て
の
事

業
計
画
を
取
り
込
み
、
予
算
制
約
等
の
指

定
さ
れ
た
条
件
に
基
づ
い
た
財
政
収
支
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
図
３
の
通
り
、A

ssetM
an®

は
下
水
道
分
野
で
策
定
さ
れ
る
長
寿
命
化

計
画
を
支
援
す
る
機
能
を
有
し
て
い
ま

す
。
資
産
情
報
が
登
録
さ
れ
て
い
る
施
設

台
帳
か
ら
長
寿
命
化
計
画
に
必
要
な
設

備
・
部
品
情
報
等
を
抽
出
し
、
調
査
・
診

断
結
果
を
取
り
込
ん
で
健
全
度
判
定
を
自

動
的
に
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、

調
査
・
診
断
時
の
写
真
を
容
易
に
登
録
可

能
で
あ
り
、
診
断
結
果
に
基
づ
く
事
業
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
表
示
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。そ

の
他
、
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、A

ssetM
an®

は
ユ
ー
テ
ィ

リ
テ
ィ
管
理
や
水
質
管
理
、
保
守
点
検
情

図３ 長寿命化計画策定に係るAssetMan®の機能
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